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【
論
文
】

『
山
海
経
』
の
図
像
学
序
説

―
異
鳥
の
同
定

―

杤　

尾　
　
　

武

㈠

『
山
海
経
』
を
考
究
す
る
に
は
先
ず
そ
の
基
本
文
献
が
必
要
で
あ

る
。
現
存
す
る
古
文
献
は
『
史
記
』
の
司
馬
遷
の
見
た
漢
代
の
も
の

で
は
な
く
、
後
世
の
晋
・
郭
璞
（
二
七
六
～
三
二
四
）
注
本
の
宋
・

淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
池
陽
郡
斎
尤ゆ

う

袤ぼ
う

刻
本
で
あ
る
。
今
回
使
用

す
る
の
は
次
の
二
本
を
基
本
に
資
料
編
1
・
2
の
「
明
・
蔣
応
鎬
画

『
山
海
経
』」
所
載
の
絵
図
本
で
あ
る
。

⑴
清
・
郝
懿
行
撰
『
山
海
経
䇳
疏
』
十
八
巻　

図
讃
一
巻　

阮
氏

琅
環
仙
館
刻
本　

清
・
嘉
慶
十
四
年
（
一
八
九
五
）「
四
部
備

要
所
収
」

⑵
前
野
直
彬
著
『
山
海
経
・
列
仙
伝
』（
全
釈
漢
文
大
系
）
集
英

社　

一
九
七
五
年
・
十
月
二
十
日

⑵
は
通
し
番
号
を
用
い
た
。
こ
の
書
は
異
鳥
の
同
定
は
し
て
い
な

い
が
、「
一
『
山
海
経
』
の
出
現
」
以
下
の
解
説
は
出
色
で
あ
る
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
小
川
琢
治
著
『
支
那
歴
史
地
理
研
究
』

初
集　

弘
文
堂
書
房　

一
九
二
八
年
九
月
一
日
で
あ
る
。
二
十
余
年

に
わ
た
る
雑
誌
論
文
を
集
成
し
た
も
の
で
「
山
海
経
の
篇
目
及
び
錯

簡
」
以
下
の
論
考
は
以
後
の
考
証
研
究
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
的
研
究
で
あ

る
。
郭か

く

郛ふ

の
『
山
海
経
注
証
』
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
え
る
名
著

で
あ
る
。
日
本
に
於
け
る
研
究
は
多
く
あ
る
が
、
今
回
は
省
略
す
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る
。『

山
海
経
』
の
著
者
は
明
確
で
な
い
。
前
漢
の
司
馬
遷
（
前
一
四

五
―
？
）
が
『
史
記
』
大
宛
伝
に
書
名
を
伝
え
た
の
が
初
め
で
、
後

漢
の
斑
固
（
三
二
―
九
二
）
が
『
漢
書
』
の
「
芸
文
志
」
に
「
山
海

経
十
三
篇
」
と
あ
る
。
こ
の
志
は
前
漢
末
宮
廷
の
書
庫
に
あ
っ
た
書

を
劉
向
（
前
七
七
―
前
六
）
等
が
整
理
し
そ
の
子
の
劉

り
ゆ
う

歆き
ん

（
劉
秀
）

と
と
も
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
漢
代
に
初
め
て
『
山
海
経
』
が

認
知
さ
れ
た
。

経
の
著
者
は
伯
益
（『
論
衡
』）
と
か
夏
の
禹
王
（『
列
子
』）
と
か

言
わ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

こ
の
書
は
周
秦
間
の
人
が
述
べ
た
も
の
に
後
人
が
付
益
し
た
も
の

（『
四
庫
全
書
提
要
』
小
説
家
類
）
と
す
る
説
が
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ

も
確
証
が
な
い
。
現
行
本
『
山
海
経
』
は
郭
璞
の
校
定
し
た
十
八
巻

本
で
あ
る
が
、
二
十
三
巻
『
隋
書
経
籍
志
』
十
三
篇
や
、
前
記
の

『
漢
書
芸
文
志
』
の
十
三
篇
等
疑
問
が
あ
る
。

前
野
直
彬
氏
は
解
説
の
「
三
『
山
海
経
』
の
性
格
」
に
、
第
一
は

地
理
書
、
第
二
は
異
物
志
、
第
三
は
祭さ

い

祀し

の
書
、
第
四
は
祭
祀
に
関

連
す
る
が
、
卜ぼ

く

占せ
ん

の
書
と
す
る
。
異
鳥
類
は
こ
の
第
二
に
当
る
。

異
鳥
類
の
同
定
は
経
の
性
格
を
勘
案
し
て
、
諸
条
件
を
検
討
し
て

考
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

㈡
『
太
平
御
覧
』『
古
今
図
書
集
成
』
の 

異
鳥
名
目
に
つ
い
て

『
太
平
御
覧
』
巻
九
二
七
巻　

羽
族
部
一
四
〔
異
鳥
〕
に
は
十
九

種
の
異
鳥
が
典
拠
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
資
料
3
「『
太
平
御

覧
』『
古
今
図
書
集
成
』
異
鳥
類
名
目
一
覧
」（
以
下
「
名
目
一
覧
」

と
略
称
す
る
）
参
照
。
第
一
に
「
鵬
」
を
置
く
が
、
多
く
は
志
怪
と

称
す
べ
き
鳥
が
主
で
あ
る
。『
山
海
経
』
に
関
係
あ
る
鳥
は
7
兼
兼

（
比
翼
鳥
）、
14
鴞
の
二
鳥
で
あ
る
。
御
覧
の
典
拠
と
す
る
書
籍
が
正

史
類
も
あ
る
が
、
多
く
は
「
志
怪
」
の
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
御

覧
の
異
鳥
類
は
怪
鳥
、
奇
鳥
の
類
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
集
成
は

文
化
地
理
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
今
様
に
言
え
ば
旅
行
記
で
あ

る
。
そ
の
名
目
に
引
く
①
か
ら
�
ま
で
は
『
山
海
経
』
に
見
え
る
異

鳥
類
で
、
�
か
ら
�
の
異
鳥
は
『
山
海
経
』
に
見
え
な
い
鳥
で
あ

る
。
ま
た
、
�
か
ら
�
ま
で
の
諸
鳥
は
図
を
欠
く
。

参
考
ま
で
�
以
下
の
諸
鳥
を
集
成
の
本
文
を
見
る
と
、

�
鵬
は
御
覧
1
に
引
く
鵬
と
同
鳥
で
あ
る
。『
荘
子
』
逍
遙
遊

「
北ほ

く

溟め
い

に
魚
有
り
、
其
の
名
を
鯤こ
ん

と
為
す
、
鯤
の
大
い
な
る
、
其
の

幾
千
里
な
る
を
知
ら
ず
。
化
し
て
鳥
と
為
る
。
其
の
名
を
鵬ほ

う

と
為
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す
。
鵬
の
背
、
其
の
幾
千
里
な
る
を
知
ら
ず
。
怒
し
て
飛
べ
ば
、
其

の
翼つ

ば
さは
垂
天
の
雲
の
若ご
と

し
。
是
の
鳥
や
、
海
運め
ぐ

れ
ば
則
ち
将ま
さ

に
南な
ん

冥め
い

に
徙う
つ

ら
ん
と
す
。
南
冥
と
は
天
池
な
り
。
斉せ
い

諧か
い

と
は
、
怪
を
志し
る

す
者

な
り
。
云
々
」。

こ
の
引
用
文
の
言
う
が
如
く
、
鵬
は
志
怪
の
世
界
の
異
鳥
で
あ

る
。
北
溟
と
は
北
の
海
。
鯤
は
想
像
上
の
大
魚
。
鵬
は
鳳
、
想
像
上

の
大
鳥
。
海
運
は
海
の
荒
れ
る
こ
と
。
斉
諧
は
書
名
。
斉
の
国
の
怪

異
を
記
し
た
も
の
と
い
う
。
御
覧
の
名
目
の
初
め
か
ら
志
怪
の
書
で

あ
り
、
そ
の
掲
載
す
る
異
鳥
が
怪
鳥
の
類
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す

る
。
集
成
が
『
山
海
経
』
の
後
に
置
い
た
こ
と
に
も
納
得
で
き
る
。

集
成
に
は
こ
の
他
に
『
列
子
』
殷い

ん

湯と
う

篇へ
ん

、『
淮え

南な
ん

子じ

』
説
林
訓
、『
正

字
通
』
を
典
拠
と
し
て
引
く
。

�
嗽
金
鳥
は
金
を
吐は

く
と
い
う
鳥
、『
拾
遺
記
』
に
「
嗽
金
鳥　

魏
の
明
帝
即
位
二
年
、
霊
禽
之
園
を
起
す
。
遠
方
の
国
献
ず
る
所
の

異
鳥
・
珍
獣
、
皆
此
の
園
に
畜た

く
わへ
る
な
り
。
昆
明
国
、
嗽
金
鳥
を
貢

ず
る
人
云
ふ
。
其
の
地
燃
洲
を
去
る
こ
と
九
千
里
、
此
の
鳥
を
出

す
。
形
雀
の
如
く
し
て
色
黄
な
り
。
羽
毛
柔
密
、
常
に
海
上
を
翺か

う

翔し
や
うす
。
羅あ
み
どる
者
、
之
を
得
て
以
て
至
祥
と
な
す
云
々
。」
◦
魏
の
明

帝
二
年
（
二
二
八
）
◦
霊
禽
園
は
魏
の
す
ぐ
れ
て
珍
し
い
鳥
を
集
め

た
園
。
◦
昆
明
国
は
『
拾
遺
記
』（
晋
の
王
嘉
の
撰
）
に
よ
れ
ば
建

寧
郡
寧
州
の
地
、
今
の
雲
南
省
昆
明
県
の
地
。
◦
翺
翔
は
鳥
が
高
く

飛
ぶ
さ
ま
。

�
飛
廉　

風
の
神
、
よ
く
風
を
起
す
神
禽
。『
続
博
物
志
』
神
禽

「
漢
の
明
帝
永
平
五
年
、
長
安
、
飛ひ

廉れ
ん

并
び
に
銅
馬
を
西
門
外
の
上

に
置
く
、
晋し

ん

灼し
や
く

曰
く
、
飛
廉
鹿
身
、
頭
雀
の
如
く
角
有
り
て
蛇
尾

豹
文
な
り
。
応
劭
曰
く
、
飛
廉
は
神
禽
な
り
、
能
く
風
雨
を
致
す
な

り
と
。」『
三
才
図
会
』
龍
雀
「
郭か

く

璞は
く

曰
く
、
飛
廉
龍
雀
な
り
。
鳥
身

に
し
て
鹿
頭
な
り
。『
風
俗
通
』
に
飛
廉
は
神
雀
な
り
。
能
く
風
雨

を
致
す
と
。」

�
無
対
鳥　

今
の
風
鳥
、
極
樂
鳥
。
鳳
凰
の
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ら
れ
て
い
た
と
思
え
る
。
集
成
の
異
鳥
図
の
よ
う
に
足
を

切
っ
た
形
で
古
来
輸
入
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。『
坤
輿
図
説
』
無
対

鳥
「
亜
細
亜
州
瓜ジ

ヤ

哇ワ

島と
う

等
の
処と
こ
ろに
無
対
鳥
有
り
。
足
無
く
腹
下
に
長

皮
を
生
ず
。
筋
の
如
く
樹
枝
に
纏ま

つ
わ
り
、
以
て
身
を
立
つ
。
毛
色
五

彩
、
光
耀
愛
す
可
し
。
其
の
飲
食
の
意

こ
こ
ろ

見
え
ず
。
惟
だ
気
を
服
す
る

の
み
」。
無
対
鳥
と
は
な
ら
ぶ
も
の
が
無
い
霊
鳥
の
意
。
◦
『
坤
輿

図
説
』
こ
の
書
は
清
西
洋
南
懐
仁
撰
、
康
熙
十
三
年
（
一
六
七
四
）

序
刊
の
地
理
書
。
南
懐
仁
は
ベ
ル
ギ
ー
人
フ
ェ
ル
ジ
ナ
ン
ド
・
フ
ェ

ル
ビ
ー
ス
ト
（Ferdinandus  Verbiest

）
の
中
国
名
。
図
は
下
巻

に
所
収
。
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�
白
露
国
𨿸　

南
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ル
ー
産
の
七
面
鳥
、
◦
『
坤
輿

図
説
』
白
露
国
𨿸
「
亜
墨
利
加
州
白
露
国
産
𨿸
、
大
い
さ
常
𨿸
の
数

倍
の
如
し
。
頭
は
身
に
較く

ら

べ
小
、
生
れ
な
が
ら
に
肉
鼻
有
り
、
能
く

縮ち
じ

め
能
く
伸
ば
す
。
色
稍や
や

白
く
灰
色
有
り
、
天
そ
ら
の

青あ
お

色い
ろ

有
り
て
等
し
か

ら
ず
。
悩
怒
す
れ
ば
則
ち
血
鼻
上
に
聚あ

つ
ま
り
、
紅
色
に
変
ず
。
其
の

時
、
尾
を
開
き
孔
雀
の
如
し
。
渾ぜ

ん

身し
ん

毛
色
黒
白
、
相あ
ひ

間ま
じ
わり
生
み
し
子

の
後
、
甚は

な
はだ
愛
養
せ
ず
、
人
の
照
管
を
須も
ち
ひて
、
方ま
さ

に
存
活
す
る
を
得

た
り
」。
こ
の
文
に
よ
り
七
面
鳥
が
子
育
て
を
し
な
い
こ
と
を
言
う

が
、
こ
の
生
態
を
よ
く
写
し
て
い
る
。

�
伯
西
爾
喜
鵲　

ブ
ラ
ジ
ル
産
の
オ
オ
ハ
シ
。
オ
オ
ハ
シ
科
オ
オ

ハ
シ
属
の
鳥
。
オ
ニ
オ
オ
ハ
シ
か
。

◦
『
坤
輿
図
説
』
喜
鵲
「
南
亜
墨
利
加
州
伯
西
爾
喜
鵲
は
吻

く
ち
ば
し

長

く
て
軽
く
、
身
と
相
等
し
。
約
長
八
寸
、
空
明
に
し
て
薄
き
こ
と
紙

の
如
し
」。
◦
空
明
と
は
吻
が
長
く
軽
く
、
吻
が
中
空
で
あ
る
こ
と

を
い
う
。
鳥
類
は
身
を
軽
く
す
る
た
め
、
吻
や
骨
の
中
が
中
空
に

な
っ
て
い
る
。

右
に
引
い
た
六
種
の
異
鳥
の
う
ち
「
鵬
」「
嗽
金
鳥
」「
飛
廉
」
は

空
想
や
伝
説
上
の
鳥
で
あ
る
が
、「
無
対
鳥
」「
白
露
国
𨿸
」「
伯
西

爾
喜
鵲
」
は
実
在
の
鳥
で
、
産
地
か
ら
輸
入
さ
れ
宮
殿
の
禽
鳥
園
に

飼
育
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
「
無
対
鳥
」
は
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
鳥
は
紀
元
前
か
ら
中
国
や
西
洋
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
良
く
知
ら
れ
、
図
は
剥
製
で
あ
る
が
、
足
の
な
い
姿
で
も
た

ら
さ
れ
た
と
い
う
。「
風
鳥
」
は
一
生
空
中
を
飛
翔
し
て
い
た
と
の

考
え
か
ら
の
命
名
で
あ
ろ
う
。「
鳳
」
は
「
風
」
か
ら
生
れ
た
字
で

あ
る
。「
鳳
凰
」
は
こ
の
「
無
対
鳥
」
の
こ
と
で
、
早
く
か
ら
知
ら

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

異
鳥
と
い
う
語
の
定
義
を
初
め
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
以
上
紹

介
し
た
異
鳥
類
名
目
で
見
当
が
つ
く
と
思
え
る
が
、
珍
し
く
不
思
議

な
怪
鳥
、
奇
鳥
で
あ
る
と
共
に
集
成
の
「
無
対
鳥
」
以
下
の
よ
う
な

舶
来
の
珍
鳥
も
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
太
平
御
覧
』
の
異
鳥
が
志
怪
系
の
鳥
を
中
心
に
し
て
い
る
の
に

対
し
て
『
古
今
図
書
集
成
』
に
引
く
51
種
（
有
図
）
の
『
山
海
経
』

の
異
鳥
が
文
化
地
理
系
の
書
の
鳥
で
あ
り
、
旅
行
記
で
も
あ
る
こ
と

が
了
解
で
き
る
。

㈢
『
山
海
経
』
異
鳥
類
の
同
定

異
鳥
の
同
定
に
当
り
、
先
行
文
献
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
今
回

使
用
す
る
文
献
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

A
郭
郛
、
ニ
ー
ダ
ム
等
著
『
中
国
古
代
動
物
学
史
』
科
学
出
版
社　
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一
九
九
九
年

B
趙
正
階
編
著
『
中
国
鳥
類
志
』
上
・
下　

吉
林
科
学
技
術
出
版

社　

二
〇
〇
一
年
六
月

C
郭
郛
注
著
『
山
海
経
注
証
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社　

二
〇
〇

四
年
五
月

D
銭
燕
文
等
編
『
中
国
鳥
類
図
鍳
』
河
南
科
学
技
術
出
版
社　

一

九
九
五
年
一
月

E
白
井
祥
平
編
著
『
世
界
鳥
類
名
検
索
辞
典
』
学
名
篇
・
英
名

篇
・
和
名
篇　

一
九
九
二
年
七
月
十
四
日

F
山
階
芳
麿
著
『
世
界
鳥
類
和
名
辞
典
』
大
学
書
林　

一
九
八
六

年
五
月
三
十
一
日

G
衛
挺
生
考
釈
、
徐
聖
謨
製
図
『
山
経
地
理
図
考
』
中
華
学
術
院　

中
華
民
国
六
十
三
年
（
一
九
七
四
）
八
月

H
徐
客
編
著
『
図
解
山
海
経
』
南
海
出
版
公
司　

二
〇
〇
七
年
十

月
以
上
主
要
書
を
記
し
た
が
、
そ
の
他
の
書
は
「『
山
海
経
』
異
鳥

資
料
」
⑴
（
資
料
15
）
参
照
。
地
理
書
は
異
鳥
の
地
理
分
布
を
知
る

為
に
必
要
で
あ
る
。
文
献
B 

C 

D 

G 

H
が
重
要
資
料
と
な
る
。

ま
た
「『
山
海
経
』
異
鳥
類
姿
態
一
覧
1
～
4
」（
資
料
4
～
7
）
は

異
鳥
の
特
徴
を
総
合
的
に
判
定
す
る
基
礎
資
料
と
な
る
。

同
定
す
る
に
は
⑴
身
体　

⑵
人
面
形　

⑶
頭
首　

⑷
目　

⑸
耳　

⑹　
　

⑺
足　

⑻
爪　

⑼
尾　

⑽
毛　

⑾
翼　

⑿
色
彩　

⒀
鳴
声　

⒁
他
鳥
に
似
る　

⒂
そ
の
他
の
特
徴
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑴

～
⒂
か
ら
特
徴
あ
る
例
を
拾
っ
て
み
よ
う
。「
異
鳥
類
姿
態
一
覧
」

の
通
し
番
号
に
よ
っ
て
特
徴
あ
る
例
を
示
し
て
み
よ
う
。
こ
の
番
号

は
『
山
海
経
』
の
通
し
番
号
と
一
致
す
る
。

⑴
身
体　

�　

渠
（
黒
身
）
122
人
面
鴞
（
蜼
身
）

⑵
人
面　

�
瞿
如
（
人
面
）
122
人
面
鴞

⑶
頭
首　

�
櫟
（
赤
翁
）
�
鸓
（
両
首
）
135
白
鵺
（
文
首
）
169

　
（
首
白
）

⑷
目　

⑦　
　
（
六
目
）
292　
（
朱
目
）

⑸
耳　

�　

鳥
（
有
耳
）
308　

鳥
（
有
耳
）

⑹　
く
ち
ば
し

�　

鳥
（
赤　

）
�
鵕
鳥
（
直　

）
�
畢
方
鳥
（
白　

）

　

325
鴒　
（
青　

）

⑺
足　

�
数
斯
（
人
足
）
�　

渠
（
赤
足
）
135
白
鵺
（
黄
足
）
256

　

雀
（
鼡
足
）
481
畢
方
鳥
（
一
脚
）
452　
　
（
赤
足
）
⑪
鴸

（
人
手
）
⑦　
　
（
六
足
）
�
瞿
如
（
三
足
）
�
鸓
（
四
足
）

⑻
爪　

�
欽　
（
虎
爪
）
256　

雀
（
虎
爪
）

⑼
尾　

167　

鳥
（
赤
尾
）
244　

鉤
（
鼡
尾
）
403
跂
踵
（　

尾
）
418

嬰
勺
（
尾
若
勺
）
420
青
耕
（
白
尾
）
122
人
面
鴞
（
犬
尾
）
102
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（
六
尾
）

⑽
毛　

�
櫟
（
赤
翁
）
頭
下
毛

⑾
翼　

⑦　
　
（
三
翼
）
�
蠻
蠻
（
一
翼
）
135
白
鵺
（
白
翼
）
161

囂
（
四
翼
）

⑿
色
彩　

�
鸑
鷟
（
五
采
）
�
蠻
蠻
（
青
赤
）
121　
（
黄
色
）
325

鴒　
（
赤
如
丹
火
）
182
鴣　
（
白
文
）
169　
　
（
首
白
身
青
足
黄
）

⒀
鳴
声　

�
鸑
鷟
（
自
歌
自
舞
）
⑧
灌
灌
（
音
如
呵
）
⑪
鴸
（
名

自
鴞
）
�
瞿
如
（
鳴
自
号
）
�
欽　
（
音
如
晨
鵠
）
�
胜
遇

（
音
如
録
）
�
畢
方
鳥
（
鳴
自
叫
）
135
白
鵺
（
音
夜
）
136
竦
斯

（
鳴
自
呼
）
167　

鳥
（
鳴
自　
吳
人
呼
を　

と
い
う
）

⒁
他
鳥
に
似
る

�
鸑
鷟
（
状
如
𨿸
）
�

 

鳥
（
状
如
翠
）
�
鴟
（
状
如 

）
121

　
（　

似
燕
）
176
酸
與
（
状
似
蛇
）

⒂
そ
の
他
の
特
徴

⑦　
　
（
郭
注
急
性
）
�
肥
遺
鳥
（
殺
虫
）
�
槖た

く 

ひ （
冬
見
夏

蟄か
く
る）

102　
　
（
善
笑
）
109
当
扈
（
髯
飛
）
121　
（
穿
地
入
数
尺
）

136
竦
斯
（
見
人
躍
跳
）
160　
　
（
宵
飛
昼
伏
）
167　

鳥
（
善
驚
）

172
象
蛇
（
自
為
牝
牡
）
244　

鉤
（
善
登
木
）

右
に
示
し
た
例
を
先
行
の
研
究
書
を
参
考
に
異
鳥
の
同
定
を
行
う

の
で
あ
る
が
、
⑷
の
目
に
つ
い
て
も
そ
の
色
を
知
る
の
に
大
切
で
あ

る
し
、　

、
足
（
脚
）
の
形
や
色
も
重
要
な
決
め
手
に
な
る
。
⒀
の

鳴
声
も
重
要
で
あ
る
。
鳴
声
に
よ
る
命
名
の
例
も
多
く
あ
る
。「
呼
」

と
い
う
字
と
同
意
に
使
わ
れ
る
「　

」
が
吳
（
江
蘇
省
の
旧
名
）
で

使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
り
当
該
異
鳥
の
分
布
地

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
『
山
海
経
』
の
書
か
れ
た
春
秋
戦
国

時
代
よ
り
以
前
か
漢
・
三
国
・
晋
時
代
の
鳥
の
分
布
域
が
現
在
と
同

じ
で
あ
る
か
ど
う
か
解
ら
な
い
の
で
鳥
類
志
や
鳥
類
図
鑑
の
分
布
域

は
同
定
の
目
安
と
し
て
使
う
べ
き
で
あ
る
。
同
定
の
参
考
文
献
の
中

C
の
『
山
海
経
注
証
』
は
「
中
国
図
騰
（
ト
ー
テ
ム
）
学
史
、
中
国

自
然
史
博
物
学
、
中
国
科
学
技
術
文
化
発
展
源
流
史
、
中
国
民
族
源

流
史
」
と
い
う
多
方
面
に
及
ぶ
書
で
あ
る
か
ら
、
異
鳥
の
同
定
に
重

要
な
文
献
で
あ
る
。
ま
た
B
の
『
中
国
鳥
類
志
』
は
分
布
・
生
態
そ

の
他
総
合
的
に
鳥
類
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
D
の
『
中
国
鳥
類
図

鍳
』
は
図
版
等
を
資
料
と
し
て
転
載
し
た
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

次
に
異
鳥
の
同
定
を
⑦　
　

と
御
覧
名
目
⑺
兼
兼
（
比
翼
鳥
・
蠻

蠻
）
と
集
成
の
名
目
⒁
蠻
蠻
を
具
体
的
に
同
定
す
る
手
順
を
「『
山

海
経
』
異
鳥
資
料
」
⑴
と
⑵
（
資
料
15
・
16
）
を
用
い
て
行
っ
て
み

る
。⑦　

　
『
山
海
経
』「
異
鳥
資
料
」
⑴
参
照
。

A
の
『
中
国
古
代
動
物
学
史
』（
以
下
動
物
学
史
と
略
称
）
に
よ
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る
と
こ
の
鳥
は　
（bie

）　
（fu

）
と
発
音
し　

雉
す
な
わ
ち
白
腹
錦

鶏
（
ギ
ン
ケ
イ
）
或
は
紅
腹
錦
鶏
（
キ
ン
ケ
イ
）
と
同
定
す
る
。
五

体
本
文
の
郭
璞
注
（
隷
書
部
分
）
だ
と
急
性
と
す
る
。
急
性
と
は
せ

わ
し
く
動
く
こ
と
を
い
う
。
B
の
『
中
国
鳥
類
志
』（
以
下
鳥
類
志

と
略
称
）
に
よ
る
と
ギ
ン
ケ
イ
は
そ
の
習
性
と
し
て
四
～
十
羽
に
て

群
体
活
動
を
し
、
冬
期
に
は
二
十
～
三
十
羽
の
大
群
を
な
す
。
善
く

奔
走
す
る
。
キ
ン
ケ
イ
も
群
れ
で
活
動
す
る
。
鳴
声
は
扑
（
撲pū

）

扑
、
扑
だ
と
い
う
。
性
格
は
機
驚
（
機
敏
）
で
胆
怯
（
気
小
さ
く
び

く
び
く
す
る
）
人
を
怕お

そ

れ
る
と
い
う
。
ギ
ン
ケ
イ
と
同
じ
く
善
く
走

る
。
郭
注
の
「
急
性
」
と
合
致
す
る
。

三
首
六
目
と
い
い
足
を
二
本
揚
げ
た
姿
は
群
生
し
、
善
く
走
る
様

を
表
現
し
て
い
る
。
集
成
図
の
原
図
は
胡
文
煥
の
『
新
刻
山
海
経
』

明
・
万
暦
二
十
一
年
（
一
五
九
三
）
格
致
叢
書
所
収
の
も
の
で
あ
ろ

う
。『
山
海
経
』
の
絵
図
を
集
成
し
た
馬
昌
儀
著
『
全
像
山
海
経
図

比
較
』
七
巻
が
画
像
石
等
考
古
資
料
等
に
よ
り
考
証
し
た
決
定
版
で

あ
る
。
こ
の
手
二
本
を
持
つ
鳥
は
始
祖
鳥
の
化
石
か
、
南
ア
フ
リ
カ

北
部
に
生
息
す
る
ツ
メ
バ
ケ
イ
（
ホ
ア
チ
ン
）
に
暗
示
を
得
た
か
も

知
れ
ぬ
が
、
確
証
は
無
い
。
中
国
は
化
石
が
多
い
国
で
あ
る
の
で
、

古
代
の
生
物
の
同
定
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
山
海
経
』
図
の
古
い
も
の
は
明
・
嘉
靖
十
七
年
（
一
五
三
八
）

序
刊
の
王
崇
慶
撰
『
山
海
経
釈
義
」
次
い
で
明
刊
本
の
蔣
応
鎬
『
山

海
経
』
等
が
あ
る
が
、
経
創
作
時
の
古
図
は
な
い
。

　
　

の
居
る
と
い
う
基
山
は
C
の
注
証
・
G
の
図
H
の
『
図
解
山

海
経
』
等
に
よ
り
、
広
東
省
、
福
建
省
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ギ
ン
ケ

イ
は
地
理
分
布
は
B
の
鳥
類
志
に
よ
る
と
西
蔵
東
南
部
、
四
川
中

部
・
西
部
と
西
南
部
、
貴
州
西
部
と
西
南
部
、
広
西
西
部
と
雲
南
大

部
分
等
で
、
広
東
・
福
建
と
は
一
致
し
な
い
が
、
分
布
地
は
時
代
に

よ
り
変
遷
す
る
の
で
今
の
分
布
は
目
安
に
な
る
。
キ
ン
ケ
イ
で
も
同

じ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
キ
ン
ケ
イ
の
地
理
分
布
は
青
海
東
南
部
、

甘
粛
西
部
と
東
南
部
、
寧
夏
南
部
、
陜
西
南
部
、
四
川
北
部
・
中
部

と
東
部
、
湖
北
西
部
、
湖
南
西
部
、
雲
南
東
北
部
、
貴
州
西
部
と
東

部
よ
り
広
西
東
部
等
の
地
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
広
東
・
福
建
と
は
一

致
し
な
い
。
多
く
の
鳥
類
を
検
討
し
て
み
た
が
、
断
定
出
来
る
も
の

は
な
い
。

俗
書
で
あ
る
「
中
国
日
用
類
書
集
成
」
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
汲

古
書
院
刊
の
諸
書
は
万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
刊
の
『
四
民
利

用
便
覧
五
車
拔
錦
」
所
収
の
「
山
海
異
物
」
の　
　

図
も
や
や
二
本

足
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
絶
滅
種
も
考
慮
す
る
必
要
で
あ

る
。や

や
釈
然
と
し
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
ギ
ン
ケ
イ
と
キ
ン
ケ
イ
説
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に
随
う
こ
と
に
す
る
。

�
兼
兼
（
蠻
蠻
・
比
翼
鳥
）「
異
鳥
資
料
」
⑵
参
照
。

A
の
動
物
学
史
に
よ
る
と
紅
頭
潜
鴨
（A

ythya  fenina

）
ホ
シ
ハ

ジ
ロ
等
の
潜
鴨
と
す
る
。
馬
昌
儀
説
で
は
緑
頭
鴨
（
マ
ガ
モ
）
と
す

る
。
経
の
本
文
に
よ
る
と
、
鳧
（
カ
モ
）
の
よ
う
で
、
一
翼
一
目

で
、
二
羽
が
相
手
を
得
て
飛
ぶ
。
名
を
蠻
蠻
と
い
う
。
郭
璞
の
注
で

は
比
翼
鳥
で
あ
る
。
色
は
青
赤
で
あ
る
。
比な

ら

ば
ず
に
飛
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
。『
爾
雅
』
を
引
い
て
鶼
鶼
鳥
で
あ
る
と
い
う
。
潜
鴨
類
は

鴨
類
で
あ
る
が
青
赤
の
潜
鴨
は
居
な
い
。
緑
頭
鴨
（
マ
ガ
モ
）
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
習
性
は
繁
殖
期
を
除
い
て
群
生
活
動
を
す
る
。

雌
雄
が
つ
が
い
で
飛
ぶ
の
も
珍
し
く
な
い
。
色
が
青
赤
と
は
雌
鳥
は

黄
褐
色
で
雄
鳥
は
頭
は
緑
で
全
身
が
青
系
で
あ
る
。
雌
雄
が
赤
青
色

の
つ
が
い
で
飛
ぶ
姿
を
比
翼
と
考
え
、
こ
れ
が
緑
頭
鴨
が
比
翼
鳥
と

同
定
で
き
る
。
紅
頭
潜
鴨
（
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
）
も
誤
り
で
は
な
い
と
思

え
る
。

強
い
て
加
え
る
な
ら
ば
鴛
鴦
も
つ
が
い
で
行
動
す
る
の
で
検
討
の

余
地
は
あ
る
。

マ
ガ
モ
の
地
理
分
布
は
東
北
、
西
北
、
内
蒙
古
と
西
蔵
等
で
繁
殖

し
、
中
部
と
東
南
部
或
は
東
北
と
華
北
地
区
で
越
冬
す
る
と
い
う
。

右
の
よ
う
な
手
法
で
異
鳥
類
の
同
定
を
行
う
が
、
よ
ほ
ど
精
度
を

高
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
鳥
類
図
鑑
類
は
紹
介
し
た
諸
書
の
外
に
次
の

よ
う
な
書
を
参
照
し
た
。
ま
た
省
別
の
鳥
類
図
鑑
類
が
あ
る
が
省
略

し
た
。

I
曲
利
明
主
編
『
中
国
鳥
類
図
鍳
』
上
・
中
・
下　

海
峡
出
版
発

行
集
団　

二
〇
一
三
年
一
月

J
劉
光
美
、
張
詞
社
主
編
『
中
国
野
鳥
』
中
国
林
業
出
版
社　

二

〇
〇
二
年
七
月

K
郭
冬
生
、
張
正
旺
主
編
『
中
国
鳥
類
生
態
大
図
鍳
』
重
慶
大
学

出
版
社　

二
〇
一
五
年
五
月

右
の
書
は
鳥
類
の
生
態
研
究
に
貴
重
で
あ
る
。
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